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Experience, in comparison with verbalized information, is a promising approach for enabling us to share tacit
knowledge, e.g., awareness, common sense, know-how, nebulous ideas, atmosphere, etc. This paper shows our
recent attempts to build systems that facilitate us to share experiences: personal guidance systems in museums
and exhibitions with Internet-enabled mobile phones and kiosks. Experimental results of the systems are provided
and effects of photo/comment sharing on a mobile phone and comic-like summary are discussed.

1. はじめに

本稿では、博物館や展示会での見学をガイドするシステム
構築に関する我々の試みを述べる。展示見学のガイドシステム
には、大きく分けて以下の 2つの側面があると考える。

1. 個人の見学行為の情報強化：展示物の内容の説明や、見
学すべき展示の推薦、スケジューリングといった情報支
援的な側面。

2. ユーザ間のコミュニケーションの支援：展示に関わる人々、
つまり見学者や展示者の間の出会いや知識共有を支援す
る側面。

多くのガイドシステムが 1. のみに焦点を当ててきた一方で、
我々は 2.の側面に興味がある。なぜなら、我々は人々の知識
共有を促すメディア技術に興味があり、博物館や展示会といっ
たイベント空間は、体験を通した知識流通の場であると考える
からである。
イベント空間では、実際に展示物に触れたイベントを体験

し、他の参加者と時空間を共にすることにより、本やインター
ネットからだけでは得難い暗黙知（言葉では表せない、場の雰
囲気、賑わい、社会的な興味の動向）を共有できると考えられ
る。そういった期待から我々はこれまでに、ユーザの状況を理
解して見学ガイドを行い、ユーザ間の情報共有を支援する携帯
ガイドシステム [1]を開発してきた。またその一環で、携帯ガ
イドのユーザ間の会話を促進することを目指したシステム [2]

を提案してきた。
本稿では、まず、イベント空間でのコミュニケーション支援

を「体験共有」と捕らえ直すことから始める。体験共有とは、
言語のみに頼った情報共有ではこぼれ落ちてしまった暗黙知を
共有するための有力なアプローチであると考える。以下、ま
ず、体験共有を促すシステムの可能性について議論し、その中
の一部について、我々の最近の試みを紹介する。

2. 体験共有を促すシステム構築の可能性

体験共有を支援するシステム開発の目的は、人の体験を観
測し自動的に解釈を与えることで、体験データのアクセスや再
利用を促す知的メディアの実現である。従来のメディアの多く
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は主に言語表現に頼った「情報共有」のためのメディアであっ
た。しかしそれだけでは、我々が日常的に共有している暗黙知
や感情を扱うことは困難である。「体験共有」を促すメディア
を開発することが、これからの情報科学、人工知能の重要な課
題であると考える。その先には、言語化が難しい「感動の共有
（共感）」を支援するメディアの実現が課題として待っている
と考えているが、体験共有のためのメディアの開発はその途中
経過であると考える [3]。
ここでは、体験を扱うシステム設計の可能性を考えてみた

い。体験とは「自らの身をもって何かを経験すること」であ
る。したがって、その観測対象は、体験する人とその対象物で
ある。しかし、体験の対象物や体験者をそれぞれ単独でいくら
観測・データ化しても体験を扱っているとは言えない。両者の
間のインタラクションを観測しデータ化するのが、重要な課題
であると考えている。
そういった観点から、体験を扱うシステムは、少なくとも

以下の「コト」を扱い、それをデータ化する必要があると考
える。

見たこと 写真、映像など

話した、聞いたこと 音声、環境音など

感じたこと メモやコメント、評価、生体反応など

行動履歴 作業プロセス、足跡など

実際、我々はこの数年、上記のなるべく多くの「コト」を記
録し、システムに自動的に解釈させることを目的として、様々
な環境センサとウェアラブルセンサを利用して体験の記録と解
釈を行うシステムの開発を行ってきた [4]。しかし、現状では
多くのセンサを利用した体験記録システムは可搬性や普及性が
低く、利用範囲が大変限られてしまう。
そこで本稿では、我々の日常生活で利用するデバイス、具体

的には、デジタルカメラ、携帯電話、PDA、キオスク端末と
いったものを利用して、もっと日常的に使える体験共有支援シ
ステムの可能性を検討してみたい。

3. 予備検討：ケータイによる写真とメモの共
有支援システム

日常的な体験共有を支援するシステムの可能性を検討するた
めに、まず、インターネット接続可能な携帯電話（以下、ケー
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タイ）を利用した簡易的な情報共有支援システムを試作した。
最近の多くのケータイはカメラを内蔵しており、普段から気軽
にカメラ付きケータイを利用して写真撮影をするようになって
きた。そこで、複数ユーザ間で、写真とそれに付随するコメン
トを共有し合えるシステム tabimemoを試作した。
撮影した写真とそれに付随するコメントは地理情報と関連づ

けられ、ユーザは空間的な近さを手がかりにして、情報を共有
することが可能となる。他人の撮影した写真やコメントは、例
えば観光地であれば、間接的に旅のガイドになりうる。また、
あるスポットについて写真やコメントが多く表示されれば、そ
のスポットの「賑わい」を間接的に感じることができると考え
た。我々はこのような効果を、時間の制約を超えた、ユーザ間
の緩い体験共有の支援であると考える。

スポットに対する写真とコメントの閲覧周辺スポットやコメントの検索

図 1: 位置に基づいた写真とコメントの共有支援システム
tabimemoの画面例

図 1に tabimemoの画面例を示す。ユーザは、現在地の近
くにあるスポットに登録された写真やコメントを閲覧するこ
とができる。また自分自身でも、写真を添付したメールをサー
バに送信することで、簡単な写真やコメントを発信すること
ができる。現在地の特定には、GPS機能があればそれを利用
し、それが無い場合にはアンテナ基地からの情報を元にした簡
易位置測定を利用した。
同様のシステムはこれまでにも提案されてきた（例えば、

時空間に情報を貼り付けることによる情報共有支援システム
SpaceTag[5]、GPSカメラケータイを利用した写真共有システ
ム時空間ポエマー [6]や場 log∗1、地図情報にコメントや写真
などを関連づけることによる緩いコミュニケーション支援シス
テム地図帳.org∗2など）。しかし、本当に日常的に利用されて
きたものはほとんど無いのではないかと考える。我々のシステ
ム tabimemoも、やはりほとんど利用されなかった。GPSカ
メラケータイのようなデバイスがまだ一般的ではない、という
理由もあるかもしれないが、大きな理由は以下の 2 つである
と考える。

• 漠然と「情報共有できる」と言われても情報発信できる
ものではない。ある時空間に存在しているユーザの数に
対してある程度の密度以上で、写真撮影やコメント発信
をしたくなるような、コミュニケーションの対象物が提
供されている必要がある。

• データ入力したその場で利益が得られるシステムでない
と、ユーザは使わない。

∗1 http://www.balog.jp/
∗2 http://www.pitecan.com/Mapmania/

4. 試行実験 1：ケータイによる展示ガイドと
コメント共有

tabimemoの予備検討で得られた経験を生かし、展示会訪問
者向けのガイドシステムの試作を行った。同時に利用している
複数ユーザが、展示見学という共通目的を持つことで、コメン
ト共有などの動機付けが上がると期待した。また、会場での展
示推薦サービスや、帰宅後のオンライン日記サービスを提供す
ることで、見学履歴の入力やコメント入力の動機付けを高める
工夫をした。
具体的には、2004年 11月 4～5日に開催された ATR研究

発表会の来客者に対して、moguide と呼ばれる展示ガイドシ
ステムを提供した [7]。当日入り口で案内チラシを配り、希望
者には自らのケータイを利用して、簡単なメールによるユーザ
登録を行ってもらい、ガイドサービスを提供した。
研究発表会現場でのサービスとして、以下のサービスを提

供した。

ポスター展示ガイド 合計 78のポスター展示の概要の表示と、
推薦を行う。推薦は、見学済みポスター展示との関連性
や現在地∗3からの距離に応じて推薦度を決定し、★●▲
といった記号をタイトル前に提示する（図 2左）。

コメント投稿・閲覧 見学済みのポスター展示には見学済みチ
ェックを入れると共に、その 3段階評価を入力することが
できる。また、コメント文を入力したり、他のユーザの
コメント文を閲覧することができる（図 2中および右）。

講演案内メール通知 あらかじめ興味のある講演にチェックを
しておくと、開始 5分前にメール通知がなされる。

名刺交換とインスタントメッセージ ユーザ同士で互いのユー
ザ ID を入力することで擬似的な名刺交換ができる。そ
れ以降、そのユーザ同士はメッセージを送り合うことが
できる。

展示ガイド コメント・評価投稿 コメント閲覧

図 2: 展示見学ガイド moguideの画面例

帰宅後のオンラインサービスとして、見学日記サービスを
提供した。図 3にあるように、単純なリスト型の日記に加え、
マンガ形式の日記も提供した。マンガ日記には、過去に我々が
開発したコミックダイアリ [8]の修正版を利用した。
同様の日記サービスは過去にも行ってきたが、今回はmogu-

ideから入力されたコメントと、会期中に撮影された写真を日
記中に埋め込んだ。写真については、当初は tabimemoのよう
に自らが撮影した写真を埋め込むことを予定していたが、ATR

∗3 屋内なので、ケータイだけでは厳密な現在位置は測定できない。
したがって、最後に見学済みチェックを行ったポスター展示の付近
にいる、という仮定を用いた。
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図 3: moguideの利用履歴を用いた見学日記の例

研究発表会の主催者側ポリシーから、見学者が自由に写真撮影
することは許されなかった。そこで、筆者らが取材班となり、
会期中に写真を撮影し、それを展示者側に確認を取った上で日
記サービスに利用することとした。展示者には、写真以外にも
関連ホームページの URLや資料を提供してもらい、アフター
サービスのコンテンツを充実することを心がけた。
研究発表会当日のあわただしい中でのサービス案内だったた

めか、ユーザ数は 35 名にとどまり満足な数字ではなかった。
しかし、こまめにコメントを入力するユーザが数名いて、コメ
ントを入力しない人も、他人のコメントを閲覧する傾向が見ら
れた。また、コメント入力数と会期後の日記アクセスの回数に
相関関係が見られた。一般的に、見学日記サービスは、展示見
学現場でのガイドサービス利用の動機付けになることが、ユー
ザのコメントから確認することができた。

5. 試行実験 2：博物館見学日記システムによ
る体験演出

試行実験 1 では、ケータイによる手元でのインタラクショ
ンを促すシステムを試作した。しかしその一方で、オンライン
サービスとして提供される見学日記は、システムからユーザに
一方的に提示されるだけで、その効果は体験記録「もどき」に
とどまっていた。
過去にコミックダイアリを学会サービスとして提供してきた

経験から我々は、マンガ日記は個人の正確な体験記録と言うよ
りも、ユーザ間のコミュニケーションの活性化を促す効果があ
ることを観察してきた。そこで、新たな試行実験では、コミッ
クダイアリをユーザ間の体験共有コミュニケーションのきっか
けとして活用することを意図したシステムデザインを行った。
具体的には、2004年の秋から冬にかけて開催された京都大

学総合博物館秋季企画展の後半（12月 1～26日）に、タッチ
パネル形式のキオスク端末 2 台を展示会場に設置し、企画展
来訪者に対して、マンガ日記の印刷・メール配送サービスを提
供した。
その際、単純に見学履歴に応じたマンガ日記を提示するだ

けでなく、マンガ日記のオーサリングにユーザを参加させ、で
きあがったマンガ日記を、記録としてではなく、個人化された
見学カタログとして利用してもらうことをねらった（図 4）。
会場の 13の展示について、クイズと解答という形式の展示

関連情報のコンテンツを 107 用意し、それらが互いに関係す
るものをハイパーリンクでたどれるようにした。キオスク端末
上で展示コンテンツを閲覧する副産物として、マンガ日記を

オーサリングできるような環境を用意した。
典型的な来訪者は一通り興味のある展示だけ見た後にコミッ

クダイアリを試す。そして、上記のQ&A型コンテンツを閲覧
することで、まだ見学していない展示も含んだマンガ日記を得
ることになる。そして、それを印刷し、展示会場にまだ戻り、
新たに興味を持った展示を見学する、という使われ方を期待
した。

1ヶ月弱の調査期間中、我々のシステムを利用したユーザは
のべ 208 人であった。会場に滞在し、見学者グループの行動
を観察したりインタビューを行ったところ、以下のようなこと
が観察された。

• マンガ日記を片手にまた展示会場に戻り、マンガ日記に
加わった展示を見に行くユーザが多く見られた。

• グループ（友達同士や家族）で博物館見学に来ている人
たちの場合、1 台のキオスク端末に顔を寄せ合い、一緒
に 1枚のマンガ日記を作成することが多く、マンガ日記
をオーサリングしながら展示会について盛んにおしゃべ
りする様子が観察された。

• グループでマンガ日記を作成することにより、グループ
内の興味の意思疎通、展示に関する会話の活性化に効果
がある、と言うコメントが多かった。

写真共有についても新たな試みを行った。京大博物館にお
いても、ATR研究発表会と同様、来訪者による自由な写真撮
影は許されていなかった。そこで、会場に固定カメラを設置
し、自動的に写真を撮影して、マンガ日記作成時に自分が写っ
ている写真を選んでもらう、というサブシステムを用意した。
遊園地のジェットコースターなどから降りると、ちょうど自分
が写っている写真を買うことができる、というサービスがある
が、ちょうどそれと似たような発想である。イベント空間でイ
ベント体験そのものを楽しむには、自らカメラをかまえて写真
を撮影するのは必ずしも適切な姿ではないかもしれない。また
自動撮影による意外なショットが、マンガ日記には適当かと考
えた。
写真のショット提示には少々技術的な工夫が必要である。原

則的には 0.1 秒に 1 枚写真を撮影し、サーバに蓄えた。しか
し、カメラ画像内に変化が無い場合はデータを蓄えないように
した。そして、画面内に大きな変化があったフレームを切れ目
として、数 10枚のショットごとにシーン分割を行った。
図 5に示した通り、ユーザにはまず過去数 10分間のシーン

の一覧を提示し、そこから自分の写っているシーンを選択して
もらい、その中からさらに、マンガ日記に貼り付けたいベスト
ショットを選択してもらうこととした。
面白いこととしては、ユーザの中には、キオスク端末でマン

ガ日記作成を始めてから初めてカメラの存在に気づき、写真撮
影のスポットに戻ってポーズを取る、というようなことも観測
された。

6. おわりに

体験共有コミュニケーションを促すシステム、特に、ケータ
イやキオスクといった日常的なデバイスを用いたシステムの試
作を行い、それを実際の展示会で試行実験した結果を紹介し
た。ケータイ上でなされる写真/コメントの気軽な共有や、足
跡履歴を利用したマンガ日記は、体験を共有し合う者同士の
会話や展示見学の動機付けを高める効果があることが観察さ
れた。
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会場に設置されたキオスクで展

示見学のアンケートに回答 →

体験記録としてのマンガ日記

マンガ日記を個人化された展示カタログとして利用し、

さらなる展示見学 → 体験演出としてのマンガ日記

展示関連情報の閲覧による

マンガ日記の個人化

→ 体験のオーサリング

図 4: マンガ日記の個人化への参加と体験演出のサイクル

過去数10分間のシーン表示

（疑似アニメーション表示）

自分が写っている

シーンの選択

マンガ日記に貼り付けたいベストショットの選択

図 5: マンガ日記へ貼り付ける写真の選択

体験記録としての写真の撮影については、体験者本人によ
る意図的な撮影、体験を共にする人との写真の共有、環境カメ
ラによる無意識の撮影といった、複数の解決手段の可能性を試
した。
見学日記サービスについては、足跡履歴を用いてシステムが

ユーザに対して一方的に体験記録として提供する手法と、体験
者本人にマンガ日記作成作業に参加してもらう手法を試した。
その結果、後者の方がより体験を共有する人とのコミュニケー
ションを促進する効果があるのでは、と思われるような手応え
を得ることができた。
今後は、体験の場面とシステムパターンのいくつかの組み

合わせでシステムの使われ方を分析したい。そうすることで、
体験共有を促すシステムのデザイン空間をより精密に理解し、
将来のあるべき体験メディアの設計指針を明らかにしていき
たい。
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